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経済論叢(京 都大学)第 工6ア春窮4号,2001年4月

日中戦 争期 にお け るア メ リカの 対華 支 援(2)

一一経済的動機を中心に

大 石 恵

III民 間 団 体

ア メ リ カ政 府 の消 極 的 な対 華 支援 の 一方 で,民 間 の慈 善 団 体 は.人 道 的 見 地

か ら積 極 的 に対 華 支 援 を行 って い た と言 え る。 本 節 で は,ご く簡 単 で は あ るが,

ア メ リ カの民 間 団体 に よ る対 華 支援 活 動 の概 況 を解 説 したい 。

薦 溝橋 事 件 以 降,ア メ リカで は,中 国 へ の 同情 か ら対 華 支 援 団 体 が 活 動 を始

め て い た 。 そ れ らの 団体':1は活 動 範 囲,運 営 方 針 を 統 合 す る こ.とが で きず,

1941年 末 の 中 国 救 済 連 合(UnitedChinaRelief;以 下,UCRと 省 略)設 立 ま

で 個 別 に活 動 を 展 開 して い た の が 実 状 で あ った 。 ユ940年 末,ル ー ス(Henry

RobinsonLucc,1898-1967)の 尽 力 に よ っ て8団 体 でUCR設 立 の仮 合 意 に至

り,各 団 体 に 自主 権 を残 しなが ら も単 一 の 団体 と して の活 動 に移 行 しつ つ あ っ

.た。

UCR設 立 に 貢献 した ルー スが タ イ ム,ラ イ フ社 の オ ー ナ ー で あ った こ と も

あ り,UCRは,中 国で の 活 動 資 金 獲 得 の た め に マ.スメ デ ィ アを 効 果 的 に利 用

し,幅 広 くア メ リカ 人 に対 華 支 援 へ の 理 解 を求 め た。UCRの 理 事 会 設 立 の過

程 で タイ ム誌 の 社 員 が 多 数UCRに 出 向 して い た こ とは,UCRの 運 営 に大 き

くプ ラ ス に働 い た 。 ア.メリ カで の対 華 支 援 呼 びか け,お よび資 金 収 集 に は世 論

形 成 が必 要 との 認 識 に 立 って,UCRは 富 裕 な ア メ リカ 人 か らの 個 人 的 寄 付 を.

募 る と同時 に,.タ イ ム誌 上 で の寄 付 募 集 な どで 一般 市民 か らの少 額 の寄 付 も受

D当 時慈善事業を行っていた団体については,Jesp磨r鼎n〔5〕p.47を参照されたい。
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付 けた の で あ る 。 そ の他 に,絵 葉 書 販 売 や バ ザ ー活 動 の収 益 を資 金 源 に まわ し

て い た 。

1941年 以 降,UCRは よ り組 織 的 に 資 金 集 め.を行 い,ル ー スや そ の他 の ア メ

リカ.入富豪 ば か りで な く,マ ス コ ミを利用 して対 華 支 援 実 施 の世 論 形 成 の 一 翼

を 担 い,ア メ リカ 人 の 目 を極 東 の 混 乱 に向 けさ せ て広 く一般.市民 か ら の寄付 を

募 り,中 国 で の 慈 善 活 動 を展 開 した。UCRは 非 営 利 組織 と して活 動 して い た

訳 で あ るが,一 部 の首 脳 陣 に は,中 国 の経 済 的 潜在 性 を認 知 し,1941年 の対 華

支 援 が 将 来 の米 中貿 易拡 大 につ なが る.との見 解 が あ った㌔ ア メ リカ政 府 だ け

で な く,.・ 見経 済 的利 害 関係 とは無 縁 な一 民 間救 済 団体 に も,中 国か らの 見返

.りを重 視 す る姿 勢 が あ っ た よ うに見 受 け られ る。

IV経 済 的 背 景

本 節 で は,ア メ リカ に とっ て の 中国 市 場 の位 置 を 明 らか に す る た め,1930年

代 の 米 中 経 済 関 係 を概 観 す る。 従 来 よ り,中 国 の 重 要性 は ア メ リ カを基 準 に議

論 され,ま た あ る 時 は19世 紀 末 以 降の 潜 在 的 市 場 論 を起 因 とす る漠 然 と した 議

論に基づいて語 られることが多かった。しかし,中 国の貿易橋造を中心に示中

間 の経 済 関係 を把 握 す る こ と も必 要 で あ ろ う、,.

ま ず,ア メ リカ の対 外 貿 易 構 造 か ら考 察 す る.ことに しよ う。 ア メ リカ に と っ

て,ユ930年 代 を通 じた最 大 の輸 出 市場.はヨー ロ ッパで,全 輸 出 に 占め る対 敵輸

出 は40-50%に の ぼ る(第1表,参 照)。 しか し,輸.入 相 手 地 域 で は ア ジ アの 比

重 が1930年 代 後 半 にか け て.次第 に増 加 し,ア メ リカ の対 ア ジ ア貿 易 の 規 模 そ の

もの も拡大 して い る。 ア ジ ア諸 国 の111で ア メ リ カ と最 も経 済 的結 びつ きが 強 い

の は 日本 で あ り3ナ,中国 の 占 め る比 率 は 比 較 的 小 さい 。 実 際,ア メ リ カの輸 出

2)Jespels㎝ 〔5〕p.57、

3)ア メ リカ の対 日貿 易は対 アジア貿易 の中で最 も大きな割合 を占め てお り,ア メ リカの輸 出の

7-8%,輸 入の6-7%に のぼる。輸出品の多 くは,石 油,屑 鉄,鋼 材 な どの戦 略物資 及び原棉 で

あった(鈴 木 〔2上}42-50ベ ージ}。 日本の対外貿易 に占めるアメリカの比率は輸出で40%,輸 入

で30%を 記録 してお り,口.准 両国はお互 いに必要不Ill.欠の貿易相手国であ った こζが分かる。
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第1表 アメ リカの対外貿易(地 域 別)

1,輸 出 〔単位100万 ドル)

1932 1933 ユ934 1935 1936 1937 1938 1939 1940零 1941R

北 米 365 341 486 531. 617 840 740 807 1,501 2,047

南 米 97 114 162 174 204 318 謝 329 .一

一

欧 州 785 850 950 1,⑪29 1,043 1,360 1,326 1,286 1,645 1,847

ア ジ ア. 293 292 401 378 ヨ99 580 517 561 619 625.

中 国 5日 52 69 38 47 50 35 56 78 95

日 本 135 143 211 203 204 289 240 231 227 60

オセ アニ ア 37 35 57 74 79 99 94 80 94 123

ア フ リ カ 36 43 77 96 114 152 118 115 161 504

合.計 1,611
「1

,675 2,133 2,283 2,456 3,349 3,094 3,177 4,021 5,147

2.輸 入 (単 位=100万 ドル〕

1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941零

北 米 339 318 399 495 619 691 490 581 L〔慮9 1,657

南 米 201 202 229 282 292 422 263 317

一一

欧.州 389 462 489 599 718 843 567 617 390 281

ア ジ ア 363 426 490 605 708 967 570 699 981 1,088

中 国 26 38 44 餌 74 104 47 62 93 87

日 本 134 128 119 153 172 204 127 161 158 78

オ セアニ ア 8 13 15 27 36 68 16 27 35 159

ア フ リ カ 24 28 33 42 51 92 55 77 131 161

合 計 1,323 1,450 1,655 2048
,

2,423 3,〔}84 1,960 2,318 2,625 3,345

*;1§40,1941年 の北 米 の貿 易 額 は 南 米 との 合 計 。

出 所:UnitMStates--epamnentofC㎝ 皿肛cc,BureauofForeignandDomesticCommerce,

The正 勲如η㏄ げ1漉 β7刀π`加期'恥 ηz2岡麓 ρノ'theUnitedStates,U..S.G.P.0.、1930-1948.ア メ

リ カ合 衆 国 商 務 省 編 、 斉 藤 眞 ・鳥 居 泰 彦 監 訳 「U.国 際 取 引 お よ び外 国貿 易 」(『 ア メ リカ歴

史統 計:植 民 地時 代 一1970年 」 原 書 房,1986年)第 皿巻 。

業者の殆 どは太平洋戦争開戦の前年にあっても日米関係の改善を切望 してお

り9,当 時のアメリカ経済に占める日本の存在の大きさが窺える。また,世 界

4)M・ ウ ィ ル キ ンズ,蝋 山 道 雄 訳 「ア メ リ カ 経 済 界 と極 東 問 題 」(細 谷 他 編 〔17〕 第 五章)

179-194ペ ー ジ。
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恐慌 後 の1931-32年,中 国 が 幣制 改 革 へ と歩 んで い た1934-35年 に あ って は,ア

メ リ カの対 華 輸 出が 極 端 な落 ち 込 み を見 せ て い.る。

米 中貿 易 に 限 っ て言 えば,ア メ リ カの対 華 輸 出品 目 は,1930年 代 前 半 ま で棉

花 及 び綿 製 品 を 中心 とす る農 産物 が ト ップで あ った 。 そ れ は,ア メ リカが 世界

恐慌 後 に 問題 とな った 国 内 余 剰 農 産物 を処 理 す る.一環 と して,天 災 の た め棉 花

収 穫 が大 幅 に落 ち込 ん だ 中 国 に 目を付 け,中 国 が 棉 花 め 産 地 で あ った に もか か

わ らず,大 量 の ア メ リカ産棉 花 を 中 国 に輸 入 させ た こ とに も関 達 す る 。 そ の 後,

日中戦 争 にか けて は機械 ・車 輌 輸 出が 順 調 な伸 び を見 せ,1938年 時 点 で は,分

野 別 輸 出 品 目 の 中で 最高 額 を記 録 して い る。 た だ,ア メ リカは 農 工 兼 業 の輸 出

国で あ る た め,農 産物.全体 の輸 出額 は工 業 製 品 に.並ぶ 規 模 で あ った 。輸 出額 そ

刀 もの に 思 して1よ、 多少 の変 動が あ る もの の概 して 減 少 領 向 に あ り.中 国 が 金

融 恐 慌 に見 舞 わ れ た1935年 には,対 華輸 出が 半 減 してい る。

一 方
,中 国 か らの輸 入 品 目 は,1930年 代 を通 じて棉 花 ・綿 製 品 海 よ び畜 産 加

工 品が 中心 で あ った 。 ア メ リカの 対 華 輸 出 と比 較 して も,中 国か らの 輸 入 商 品

は農 産 物 に大 き く偏 重 して お り,そ れ らは全 体 の8割 を 占め てい た 。 また,ア

メ リ カの 輸 入 額 は,1931-32年 に世 界 恐 慌 の余 波 に よ る落 ち込 み,更 に は1938

年 にR中 戦 争 に伴 う影 響 で 縮 小 して い る 。

米r:}1問の貿 易 収 支 は,1930年 代 後半 につ い て は ア メ リカ側 の入 超 傾 向 に あ り,

全 体 的 に見 て,ア メ リカ に と って 中 国市 場 が必 ず し も有 益 で あ った とは 言 い難

い 。 しか し,中 国 を中 心 に据 え て 考 え れ ば,中 国市 場 に お け る ア メ リ カの存 在

が 決 して小 さか った 訳 で は な い し,工 業製 品 の輸 出 市 場,特 に トラ ックな ど車

輌 輸 出で 中 国 は将 来 有 望 な 市 場 で あ り,特 定 の産 業 に と って,中 国市 場 の重 要

性 は高 か った 。 また,大 半 の 輸 出業 者 が 口米 貿 易 を重 視 して い た1930年 代 末 に

あ って,一 部 の 通 商 団 体 は 既 に 中 国 を 将来 ア メIJカ に と って 最 大 の市 場 と位 置

付 け,独 立 した 中国 が もた らす で あ ろ う利 益 を強 調 して い る㍉〉。

太 平 洋 戦 争 開 戦 が 刻 々 と近付 くに連 れ て,貿 易 ・金 融 業 者 の対 東 ア ジ ア貿 易

5)同 ㌧188ペ ージ。
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の姿 勢 は漸 く変化 し,彼 らの期 待 は,戦 後 中国 へ と向 け られ る よ うに な って い

た。 彼 らは,中 国 の 戦 後復 興 市 場 に ア メ リカ と りわ け,ア メ リ カの工 業 製

.品.が 如 何 に参.入で きる か,を 念 頭 に置 い て,戦 時 下 の 中国 を分 析 し よ う と

した。 併 せ て,従 来 ま で の ア メ リカ 中心 の貿 易 政 策 か ら,貿 易 相 手 国 で あ る 中

国市 場 で の ア メ リカの 地位 を重視 す る こ と も提 唱 され る よ う に な った 。

逆 に 中 国側 か ら見 た 場 合,ア メ リ カ.の存 在 は如 何 な る も ので あ った か 。1920

年代,中 国貿 易 で 最 大 の勢 力 を 誇 って きた イ ギ リスが 衰 退 を始 め,代 わ って ア

メ リカが 台頭 して きた 。 も と もと ア メ リ カは 中 国市 場 進 出で 遅 れ を と って い た 。

そ の 要 因 の1つ が,中 国 に お け る ア メ リカ系 金 融機 関 の不 在 で あ っ た。 ア メ リ

カ は,国 立 銀行 法 に よ って銀 行 業 務 に制 限 を 加 え て い た た め,大 手 金 融 機 関 の

.中国 支 店 開 設 は ヨー ロ ッパ各 国 か ら大 き く立 ち 後 れ た 。 ま た,ア メ リカ は為 替

専 門銀 行 を設 立 して お らず,貿 易 取 引 上 ヨー ロ ッパ.各国 に 出遅 れ る の は必 至 で

あ った と言 え よ.う。 そ れ に加 え て,ア メ リカで 輸 銀 が 設 立 さ れ た1930年 代 半 ば,

ヨー ロ ッパ 諸 国 で は既 に,民 間輸 出業 者 が 商 品 輸 出 に際 して 政 府 及 び金 融 機 関

.か らの信 用 供 与 を受 け る こ とが で きる体 制 が 整 え られ て い た の で あ る 。 この よ

うな状 況 か ら,ア メ りカが 中 国金 融 市 場 に食 い 込 む こ とは 困 難 で,必 然 的 に貿

易 取 引 で の 関係 拡 大 に期待 せ ざ るを得 なか った。 そ の 突 破 口 と して,ア メ ワ カ

は 他 の 列 強 に先 駆 け て 中 国 との 問 で 不 平 等 条 約 を改 正す る な ど,「 米 中 親 善 」

の 名 の 下 に1920-30年 代 初頭 で 躍 進 を遂 げ た の で あ る。 日 中.全面 戦 争 に至 る ま

で は,1930年 代 の 中 国 に とっ て,ア メ リカが 最 大 の貿 易 相 手 で あ った 。 中 国 で

の 市 場 占有 率 は,1920年 代 か ら後 退 を 始 め る イギ リス に替 わ っ て ア メIJカ が 台

頭 し,.輸 出 入 と も.にto-20%を 占 め て お り,欧 州 諸 国 の 中で は最 も優 位 にあ っ

た と言 え よ う(第1図,参 照)。

投 資 に関 して は,ア メ リカ は19世 紀 中 に対 ア ジ ア投 資 を順 調 に拡 大 させ,今

世 紀 に は1億 ドル以 上 の投 資 額 を記 録 す る よ う にな った 。世 界 恐 慌 後 もア メ リ

カ の ア ジ ア 向 け 投 資 額 は増 加 して お りの,貿 易 面 と同様,プ ジ ア市 場 との つ な

6)kwis,Cleona,沌 賜副昭k∫飽舩 加 」π躍η算αオf侃〃1η裡∫襯ピη言5,Am〔}Pre_cs,1976,pp.604607./
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第2表 ア メ リカの 対 ア ジ ア直接 投 資.禅 位=1.nα)万 ドル〕

工業 商業 石油 その他 合 計

中 国 10,221 7,190 42,839 53,721 1.13,971

1929 日 本 40,318 10,605 8,077 1,700 60,700

ブ イ リ ピ ン 3,898 9,〔履4 10,381 56,612 79,935...

中 国 7;164 7,190 * 76,239 90,593

1936 日 本 25,561 5,211 * 15,922 46,694

フ ィ リ ピ ン 9,220 7,511 * 75,419 92,150

中 国 10,266 .2444
,

* 33,426 46,136

1940 日 本 24,209 き,475
* 9.,987. 37,671

フ ィ リ ピ ン 6,816 13,203 * 70,676 90,695

*1金 額 ばそ の他 に含 まれ る。

出所:UnitedStatesDepartmentofCummeme〔9〕193⑪,p.20:1938,pp.16-17:1942,p.16.

が りはより強 くなっていったと考えられる。ア.メリカの対 アジア投資に占める

中国の比率は,盧 溝橋事件以前で2割 程度であった(第2表,参 照)。 アメリ

カの対華直接投資7〕は対 日投資よりも遙かに規模が大 きく,日 中開戦以前に極

端な投資の落ち込みは見られなかったことから,ア メリカが中国と一定の経済

関係を維持 していたことを窺い知ることがで きる。

日中戦争にあたって,ア メリカの初期の対華政策は決 して前向きではなく,

その内容は対欧支援額および決定過程 と比較すると中国軽視とみなされる側面

がある。しか し,経 済的側面での米中間のつなが りは決 して否定的なものでは

＼主要 な地域へ のアメリカの直接投 資額は,凡 そ以下め通 りで ある(単 位:1GD万 ドル)。

欧 州 カ ナ ダ メ キ シ コ 南 米 ア ジ ア

1919

1924

1929

1935

69言.5

921.3

1,34U.3

1,369.6

814.3

1,080.5.

1r657.4

1,692.4

643.6

735.4

709.2

651.7

664.6

947.1

1,719.7

1.7182

174.7

267.3

446.5

487.6

7)ア メリカの対華 直接投資 は、石油,公 共事業部門を中心に行 われ ていた。 アメ リカ商務省の資

料では,対 華投資 に占めるこれ ら2部 門の金額は 「その他」 の.頃日に含まれてお り,年 によって

は正確な金額 を知 ることがで きない。分類されている年につ いては,第2表,参 照。
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な く,む しろ,ア メ リカが 戦 後 に対 華 積 極 政 策 を採 用 す る動 機 とな りうる 要 素

を 中 国市 場 が 持 ち合 わ せ て い た と 言え る。

むすびにかえて

アメリカは積極的な対華支援を行 ったわけではなく,日 中開戦当初は決定的

な対 日禁輸措置 も採用 しなか.つた。第2次 世界大戦が勃発するまで中国に曖昧

な態度を取 り続け,武 器貸与法に基づ く軍事援助が,中 国に対 してはヨーロッ

パ諸国の2割 程度 しか与えられなかったことも事実である。その一方で,ア メ

リカは銀購入と借款供与 とい う経済援助を通 じて中国に ドルを投入 し続けた。

アメリカ国内で,中 国大陸における日本の膨張に対する反発 と中国への同情が

高まっていたのに勿論のこと,ア メリカ政府内部,輸 銀首脳部の中に,中 国か

らの見返 りを期待 していたことも支援の背景にあった。当時中国に支援を行っ

た西側諸国と比較すると,ア メリ方の金額が最 も大 きい。また,当 時の米中経

済関係 についても,ア.メ リカにとって中国市場の存在意義が大 きかった とは言

えない。 しかし,対 欧支援を最優先 としながらもアメリカは中国市場において

常に優位に立ち,一 定の市場 シェアを確保 し続けていたし,太 平洋戦争開戦が

間近になるにつれ,ア メリカ財界 も中国重視論に方向転換 した。中国市場がア

メリカに与えた影響を考えると,必 ず しも中国を軽視 していたとは言えないの

である。

太平洋戦争末期,ル ーズヴェル トは,戦 後構想の中でアメリカの世界市場の

確保 ・拡大を唱えた。彼は,個 人的事情に影響されてはいたものの,戦 後構想

の中で中国をアジアの大国と.して認識 し,重 要な役割を果たすことを期待 して

いた』その前段階でアメリカ政府が行った対華経済支援,お よび政財.界の戦後

中国市場へ寄せる期待が,ア.メ リカの中国市場に対するより現実味を帯びた構

想へ と発展させ,太 平洋戦争勃発後の積極的中国支援への政策転換 と結び付い

ていったと考えられるのである。
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